
本城・長谷寺・
山家神社コース

に出逢う
MAP

ご案内 温泉、体験、特産品など
問い合わせ： 上田市真田地域自治センター
 長野県上田市真田町長6090-1
 TEL・FAX：0268-72-2204
 E-mail：ssangyo@city.ueda十割手打ちそば 福田

自給カフェ みんなんち
真田寿司
そば処真田

そば処佐助

札幌ラーメンどさん娘真田店

お休み処さなだ庵（そばすいとん、おはぎ）

カフェ・あん（あんみつ、ケーキ）

時代を駆け抜けた真田氏ゆかりの
品々がある資料館。真田三代の歴史
が分かる人気のスポット。

真田氏歴史館

長野県上田市真田町本原2984-1
TEL：0268-72-4344
AM9：00～PM4：00
火曜日、年末年始定休（火曜日祝日の場合翌日定休）
大人：200円　小中学生：100円

歴史館
天然温泉（アルカリ性単純温泉）、お
食事、温泉プールなども完備した旅
の疲れを癒す日帰り温泉施設です。

真田温泉（ふれあいさなだ館）

長野県上田市真田町長7369-1
TEL：0268-72-2500
AM10：00～PM9：30（受付PM9：00まで）
火曜日定休（祝日の場合は翌日）
大人：500円　小中学生：250円

県下最大級の庭園露天で人気の日
帰り温泉、またお食事もメニューが充
実している。本格石窯焼きピザも人気。

地蔵温泉（十福の湯）

長野県上田市真田町傍陽9097-70
TEL：0268-75-3855
AM10：00～PM10：00（受付PM9：30まで）
（12月1日～3月中旬は閉館が1時間速くなります）
不定休
平日・大人：600円（土日祝：650円） 小学生：300円

神川渓谷にある日帰り温泉。上流に
は真田十勇士の霧隠才蔵が忍者修
行をしたといわれる千古の滝がある。

千古温泉

長野県上田市真田町長6395
TEL：0268-72-2253
AM10：00～PM8：00
毎月20日定休（土・日曜日の場合は営業）
大人：500円　小中学生：250円

薪で沸かし、毎日湯をはりかえている日帰り温泉。

渋沢温泉

長野県上田市真田町長1317-6
TEL：0268-72-3224
AM10：00～PM8：00
毎週水曜日定休
大人：500円　小学生：250円　乳幼児：無料

真田の里の隠し湯として名高い角間
温泉にある大自然に囲まれた静かな
一軒宿。（茶褐色の炭酸泉）

角間温泉（岩屋館）

長野県上田市真田町長2868
TEL：0268-72-2323

温　泉 お食事処

真田エリアの観光案内所。そば打ち
など食の加工体験などもでき、電動ア
シスト自転車の無料貸出もしている。

ゆきむら夢工房

長野県上田市真田町長6090-1
TEL：0268-72-2204
AM8：30～PM5：15
年末年始定休

観光案内所・体験・お土産

地元真田地域の野菜や山菜、きのこ、
果物のほか地元ならではの加工品も
販売している直売所。

新鮮市真田

長野県上田市真田町長6109-1
TEL：0268-72-2030
5月～11月 AM8:00～PM4:00
12月～4月 AM9:00～PM2:00
年末年始定休

野菜直売所

TEL:0268-72-4422
AM11:00～PM4:00（土日祭～PM7:00）　木・金曜日定休

TEL:0268-72-3113
AM11:30～PM1:30、PM5:00～PM6:30　火曜日定休

TEL:0268-72-2287
AM11:30～PM2:30　第2、第4月曜日定休

TEL:0268-72-2225
AM11:00～PM2:00　水曜日定休

TEL:090-4952-6278　10名様以上は要予約
AM10:00～PM4:00
土日祝日営業（冬期11月中旬～4月中旬まで閉館）

TEL:0268-72-2949　月曜定休
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❶ゆきむら夢工房

別名松尾新城、十林寺城とも呼ばれたが、真田地域の
中央に位置し規模が最も大きいため、現在は真田氏本
城に統一されている。登り口は熊久保集落と真田集落
の２コースあるが、共に本郭西側の平坦地（現在駐車
場）に出る。芝生広場から北方向に本郭、二の郭、三の
郭と続き、三方が急斜面となっている芝生広場からは
眼下に上州街道や松代街道、遠くには上田市街地を見
渡すことができる絶好の地である。

❹真田氏本城跡

大昔、長村が湖だった頃、加賀国白山の女神が亭主の
男神を嫌ってイットの坂まで逃げてきて、ここから石の舟
に乗って行ったため、男神は諦めて夫婦の縁を切った
という神話の地で、別名「縁切坂」とも呼ばれている。こ
の坂の頂上には縁
切り地蔵と呼ばれ
た地蔵があったが、
現在は十林寺集落
の公民館横に移さ
れている。今日でも
霊験を求めて鋏を
奉納する人が多い。

❷イットの坂（峠）の縁切り地蔵

真田氏本城の守り神で、祭神は健御名方命、前八坂刀
売命。郷の草創の頃、諏訪大社より分霊をしたという古
い神社。真田氏以前の郷主である戸沢道公より社領が
寄進され、村上義清侵攻後に没収されるが、真田氏復
帰後は真田昌幸から社領が戻され、崇拝された。

❸諏訪神社

真田氏本城の大手口と推測される位置にある集落で、
大手口を守る兵の駐屯地と考えられる。集落上部には
地名の由来となった熊石があり、付近から清らかな水
が湧き出て集落の中央を流れ下っている。家ごとに貯
水場を設け、炊事や洗濯に使っている。

❺熊久保の熊石と水場

この辺りは、上田から神川の河岸段丘上を来た上州街
道と合流したり、神川対岸の戸沢集落に分岐する道が
あったりして、街道の要所だった。そのため、旅の安全を
祈願した石碑が多く建立された。猿田彦大神、馬頭大
士、道祖神、そしてひときわ大きいのが「泉堂」と書かれ
た石碑で、近くに良い湧き水があったと思われる。

❼上州街道石碑群
城や館の大手口に向かう道を「たて道」（たつ道）といい、
入口部で道を直角に曲げてクランク状にして、敵の直進
的な進撃を弱める場所を桝形という。真田氏館跡には、
上州街道から東に斜面を登るたつ道に連続して桝形が
ある。

❽たつ道と桝形

真田の郷には、古代から中世にかけては東山道、江戸時
代には北国街道から分岐して、善光寺平や上州（群馬
県）に行く道が幾筋か通っていた。その中で、真田三代の
時代、上州に行く道として一番利用されていたのが、この
上州街道であった。真田氏の上州支配の道でもある。

14上州街道

赤井集落から天白城（てんぱくじょう）への登り口に位置
し、本殿はなく拝殿のみが建っている。その代り、拝殿横
から天白城に登る道の中腹に岩壁があり、各所に祠が
ある。この岩壁を磐座（いわくら）といい、この神社のご神
体である。磐
座に点在する
赤松には霊気
が宿ると言わ
れて、江戸時
代には上田城
祭りの山車に
掲げられた。

15北赤井神社

赤井神社の背後に位置する
のが天白城。標高970ｍで本
郭の東尾根側に岩を切り落と
した深さ3ｍ巾2.5ｍの堀切
がある。本郭の四方に石垣が
積まれ、西側には石垣で補強
した郭が連続して７段ある。真
田氏本城とは馬蹄形をした尾
根伝いに続き、２城で一つの
城郭と考えられる。

16天白城跡（てんぱくじょうあと）

13真田バス停

創立は不詳だが、平安時代初期に編纂された「延喜式神
名帳」に掲載されているため、創建はそれ以前のかなり古
いことが推測される。四阿山の山頂に奥宮があり、四阿山
を源とする神川沿岸地域の水分の神として厚く崇拝され
ていた。社伝によると奈良時代に加賀国から白山信仰が
伝わり、明治の廃仏毀釈まで白山権現と呼ばれ、境内に
は神宮寺の白山寺が建っていた。真田氏も発祥当時から
深い関わりがあり、真田氏の氏神として厚く崇拝していた。

12山家神社

真田幸隆が上州に逃避しているとき、安中市上後閑に
ある長源寺の僧晃運に帰郷したら寺を建立すると約束
したことに始まると言われ、真田氏の菩提寺として幸隆・
幸隆夫人・昌幸の墓所がある。真田氏の松代移封に際
して、新たに松代に同音異字の長国寺が建立された。桃
の形をした石造りの三門の形がユニークで、春には枝垂
れ桜の美しさと相まって、写真スポットとして人気がある。

11長谷寺

この石の上からは、上
州街道や松代街道を
行きかう人々が見えた
ので、敵が進軍して来
たとき、その旗印を見分
けることができたと言い
伝えられている。

道しるべ
コースの一部に昔の上州
街道や松代街道が組み
込まれているため、旅人を
導いた石碑の道しるべを
見ることができる。

大日堂跡と六地蔵
江戸時代まで大日如来が祀られた
大日堂があり、その向かいには六体
の地蔵が一つの石碑に刻まれた珍
しい六地蔵がある。風化が激しいの
で、じっくり見て確認して欲しい。

この辺りの集落名「真田」が真田氏の氏名の由来となっ
たと考えられる事から、集落の中央部で、真田氏の氏神
である山家神社に隣接することから、ここに真田氏草創
期の館があったと推定されている。東西70ｍ、南北100
ｍの緩やかな斜面で、中には岩井堂から人工的に引き
込んだ用水路や土塁跡もある。現在は民家となっている
ため、長谷寺への行く道からしか全景は見えない。

❾真田氏館跡
長谷寺への参道沿いにある豆腐屋さん。真田の郷随一
の名水といわれる岩井堂川の伏流を汲み上げた自慢
の水で造った豆腐は絶品と評判。最高級ブランドの「真
田赤備え」は上田産のとうふ専用品種「ツブホマレ」を
使っているため、軽く塩を振っただけで食べるとその味
が引き立つ。

10風屋とうふ店
真田氏本城の守備兵が駐屯していた根小屋集落と考
えられ、中世ここには十林寺という寺院があった。真田
幸隆の時代、本原に城下町を建設した時に移され、現
在の広山寺になっ
たと伝わる。上州街
道の古道から十林
寺跡につながる参
道跡には「おたっち
うの松」と呼ばれた
古木があり、ここに
塔頭（寺院）があっ
たことを証している。

❻十林寺のおたっちうの松の碑
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の
縁
切
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地
蔵
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工
房

※歩行スピードを60ｍ/1分間とします。　※見学する時間は含んでおりません。
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43分

2,600m

8分

450m

6分

350m

3分

200m

13分

800m

28分

1,700m

3分

200m

1分

50m

9分

550m

3分

200m

13分

750m

3分

150m

合計時間
133分

合計距離
8,000m

旗見石
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